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Improvement in Estimates of Scheduled Cash Earnings in the 












と前月比の安定化を図る方法を検討した。特に、二相抽出法の応用である sampling on two 
occasions 法 と 、 ア メ リ カ 労 働 統 計 局 が 雇 用 統 計 の 推 定 で 利 用 す る weighted 
difference-link-and-taper 法が、現在の毎月勤労統計調査の標本設計のもとで、所定内給与等の推
定精度の改善のために利用可能であるか分析した。分析の結果、sampling on two occasions 法と
weighted difference-link-and-taper 法とによる推定値の前月比は、算術平均による推定値よりも安
定的になった。また、sampling on two occasions 法の推定値は単純平均の推定値と類似した傾向




We examine the improvement in estimates of scheduled cash earnings in the Monthly Labor Survey 
conducted by Ministry of Health, Labor and Welfare, Japan. Using the unique dataset of the Monthly 
Labor Survey, we employ three methods to calculate scheduled cash earnings: “sample mean,” “sampling 
on two occasions,” and “weighted-difference-link-and-taper” (the U.S. Bureau of Labor Statistics uses this 
method for its Current Employment Statistics). Comparing estimates calculated by these methods, we 
show that estimates produced using the sampling on two occasions method are more precise than those 
produced using the sample mean method. In addition, we show that the over-the-month changes in 
estimates calculated by the sampling on two occasions and weighted-difference-link-and-taper methods 
are more stable than those calculated by the sample mean. We also indicate that estimates calculated by 
the sampling on two occasions method similarly fluctuate over time. Our result suggests that these 
calculation techniques enable improved precision in calculating estimates of scheduled cash earnings and 
stabilize over-the-month changes in estimates under the sampling design currently adopted by the 























































































事業所の調査では、1 月と 7 月に1/3の事業所が
ローテーションにより入れ替わるので、二相抽出
法の応用であるsampling on two occasions を適
用することにより、1 月と 7 月の推定精度を向上
できる可能性がある。他方、アメリカ労働統計局
(US Bureau of Labor Statistics)の雇用統計
(Current Employment Statistics)では、推計値の







所定内給与等の推定に用いる sampling on two 
occasionsとweighted difference-link-and-taper
法について説明する。 第3章では分析に用いるデ









































と 7 月に行われる。例えば、2009 年 1 月に調査
対象となった事業所のグループは、2010 年 6 月
までの18か月間調査され、2010年 7月から新し
い事業所のグループが調査対象となる。同様に、
2009 年 7 月に調査対象となったグループは、
2010 年 12 月まで継続調査される。このように、
























標本抽出されていない抽出単位から残りの大きさ𝑛 −𝑚の標本を抽出することにより、ℎ + 1期の特
性値の推定精度を高める手法をsampling on two 
occasions と呼ぶ。sampling on two occasions
は二相抽出法の応用として位置づけられる。以下
では、Cochran(1977)に基づいて sampling on 
two occasions による母集団平均の推定について
概説する。記法はCochran(1977)に従っている3。  
	 調査が実施される時期を第 1 期ℎ = 1と第 2 期ℎ = 2とし、それぞれの時点における母集団平均、
母集団分散、標本平均等を以下の記号で表す。  
                                                
3詳細はCochran(1977)の 12章を参照のこと。Särndal et 
al. (1992)の 9章にも詳しい。 
1. 𝑦!! ℎ期の標本のうち、ℎ − 1期には観測さ
れていない標本（新規標本𝑢）のℎ期の平均  
2. 𝑦!! ℎ期の標本のうち、ℎ − 1期にも観測さ
れていた標本（継続標本𝑚）のℎ期の平均  
3. 𝑦! ℎ期のすべての標本の平均  
4. 𝑌! ℎ期の母集団平均  
5. 𝑆!! ℎ期の母集団分散  
sampling on two occasions は、二相抽出法の1






 𝑦!! = 𝜙2𝑦!!! + (1− 𝜙2)𝑦!!!  (1) 
                 𝑦!!! = 𝑦2𝑢 (2) 
 𝑦!!! = 𝑦2𝑚 + 𝑏(𝑦1 − 𝑦1𝑚) (3) 
ここで、𝜌と𝑏は継続標本𝑚から計算するℎ = 1期
とℎ = 2期の目的変数の相関係数と回帰係数（傾き）
であり、𝑏 = 𝜌 (!!!)!!,!!(!!!)!!,!! と計算できる。また、𝜙!はℎ = 2期の母平均の推定量における継続標本の平
均と新規標本の平均のウェイトであり、𝜙! = !!!!!!!!!!と定められる。𝑊!!,𝑊!!はそれぞれ𝑦!!! , 𝑦!!! の分散の逆数であり、以下のように与え
られる。  
 𝑉(𝑦!!! ) = 𝑆!!𝑢 = 1𝑊!! (4) 




 𝑉(𝑦!!) = 1𝑊!! +𝑊!! (6) 
 
	 前期と当期の目的変数の相関係数がある程度












                                                
4一般的な二相抽出の説明についてもCochran(1977)、











ある5。sampling on two occasions で用いたもの
と 同 じ 記 号 を 用 い る と 、 weighted 
difference-link-and-taper 法は次のように定式化
できる。  
 𝑦!∗ = [𝛼𝑦!∗ + (1 − 𝛼)𝑦!!] + (𝑦!! − 𝑦!!) (7) 
 































月間である。当月の母平均を sampling on two 
occasions やweighted difference-link and taper
によって推定するためには、前月の情報が必要に
                                                
5アメリカ労働統計局が公表しているBLS Handbook of 
Methods, Chapter 2: Employment, hour, andearnings 
from the establishment survey 
http://www.stats.bls.gov/opub/hom/（2013年3月4日）、




いない。したがって、sampling on two occasions
とweighted difference-link and taper による推
定は2006年 12月分から可能になる。  


































いるが、1 月と 7 月については全事業所の平均と
の差はほとんどない。  




















































やや小さい傾向がある)。 図 4 から、特に、相関
係数が大きく安定的な所定内給与、きまって支給
する給与、常用労働者数については、全期間を通





 本節では単純平均や sampling on two occasi
ons 等による所定内給与等の推定結果を示す。sa
mpling on two occasions によって所定内給与
等を推定する場合、1月から12月のすべての月に
おける所定内給与等を sampling on two occasi
ons によって推定する方法(Cochran)と、標本替え
が行われ多くのサンプルが入れ替わる1月と7月




















をsampling on two occasions で推定する方法を







difference-link-and-taper は 単 純 平 均 や
sampling on two occasions と乖離して推移して
いる。特に所定内給与が下落する局面において、
weighted difference-link-and-taper による推定
値は、単純平均やsampling on two occasions と
比較して緩やかに下落している。  
                                                
7雇用統計では労働者数の推定にはweighted 
difference-link-and-taperを利用していない。 
 また、計算した全期間で、Cochran は simple



















































1 月、7 月の所定内給与前月比を simple と






れる。一方、標本替えの月だけをsampling on two 
occasions で推定する方法では、11か月中5か月
で前月比の絶対値が simple よりも小さいが、







表 1：1 月と 7 月の所定内給与の推定法別変化率
（%） 
年・月  単純平均  Cochran  Cochran2  WDLT09  WDLT08  
200701  -2.23  -2.18  -2.27  -2.02  -2.03   
200707  -0.31  -0.25  -0.42  -0.35  -0.34   
200801  -2.30  -1.99  -2.22  -2.12  -2.15   
200807   0.32   0.31   0.14   0.08   0.08   
200901  -2.12  -2.27  -2.48  -2.35  -2.31   
200907  -0.58  -0.33  -0.64  -0.31  -0.30   
201001  -2.20  -2.07  -2.25  -1.62  -1.61   
201007  -0.88  -0.43  -0.65  -0.05  -0.07   
201101  -2.34  -2.01  -2.09  -1.88  -1.95   
201107  -0.84  -0.39  -0.64  -0.24  -0.28   
201201  -1.53  -1.45  -1.61  -1.74  -1.76   
 
 図8に、単純平均とsampling on two occasions
の標準誤差、最適なサンプルの配分を行った場合




























































 現金給与総額の推定値は図 17 に示した。推定
値の推移の傾向は類似しており、グラフから視覚
的にその差を見ることは難しい。表5を見ると、





 このようにCochran やweighted difference- 
link-and-taper を用いて所定内給与以外の変数を



























年・月  単純平均  Cochran  Cochran2  WDLT09  WDLT08  
200701   -9.97  -10.11  -10.16  -10.26  -10.24   
200707   -2.46   -2.47   -2.55   -2.51   -2.51   
200801  -11.09  -10.95   -11.09  -10.91  -10.91   
200807   -0.85   -0.71   -0.79   -0.74   -0.77   
200901  -10.13  -10.14  -10.24  -10.29  -10.28   
200907   -1.78   -1.73   -1.86   -1.76   -1.75   
201001   -8.65   -8.66   -8.70   -8.57   -8.56   
201007   -1.82   -1.63   -1.73   -1.29   -1.30   
201101   -9.16   -9.17   -9.22   -9.34   -9.37   
201107   -2.68   -2.49   -2.64   -2.38   -2.38   




年・月  単純平均  Cochran  Cochran2  WDLT09  WDLT08  
200701  -1.43  -1.12  -1.06  -0.52  -0.55   
200707  -0.22   0.08   0.00  -0.13  -0.16   
200801  -0.43  -0.49  -0.45  -0.43  -0.42   
200807  -0.27  -0.22  -0.31   0.11   0.16   
200901  -0.51  -0.53  -0.48  -0.76  -0.78   
200907   0.67   0.36   0.38   0.22   0.27   
201001  -0.65  -0.84  -0.87  -0.38  -0.33   
201007   0.02   0.06   0.05   0.08   0.08   
201101  -0.90  -0.49  -0.65  -0.34  -0.34   
201107   0.85   0.35   0.36   0.12   0.17   























年・月  単純平均  Cochran  Cochran2  WDLT09  WDLT08  
200701  -2.56  -2.59  -2.67  -2.46  -2.46   
200707  -0.17  -0.13  -0.30  -0.26  -0.25   
200801  -2.60  -2.29  -2.52  -2.49  -2.53   
200807   0.41   0.36   0.20   0.14   0.14   
200901  -2.40  -2.60  -2.82  -2.75  -2.70   
200907  -0.42  -0.22  -0.51  -0.20  -0.18   
201001  -2.24  -2.14  -2.29  -1.74  -1.73   
201007  -0.70  -0.29  -0.49   0.08   0.05   
201101  -2.44  -2.17  -2.26  -2.08  -2.14   
201107  -0.62  -0.20  -0.46  -0.10  -0.14   




年・月  単純平均  Cochran  Cochran2  WDLT09  WDLT08  
200701  -44.52  -44.58  -44.60  -44.70  -44.72   
200707   -0.12   0.05   -0.04   0.10   0.06   
200801  -44.65  -44.53  -44.62  -44.52  -44.58   
200807   -1.10   -1.34   -1.43   -2.40   -2.32   
200901  -43.49  -43.58  -43.69  -44.42  -44.25   
200907   -3.45   -3.27   -3.40   -2.77   -2.80   
201001  -41.10  -41.02  -41.10  -40.99  -40.93   
201007   -4.01   -3.96   -4.07   -3.51   -3.48   
201101  -41.39  -41.36  -41.41  -41.32  -41.33   
201107   -3.71   -3.36   -3.50   -2.52   -2.61   
201201  -41.06  -41.11  -41.21  -41.43  -41.51   
 
5. おわりに 
 平成 21 年 3 月に閣議決定された「公的統計の
整備に関する基本的な計画」では、毎月勤労統計
















sampling on two occasions はこのような標本設
計を活用して当月の目的変数の推定精度を高める







on two occasions を利用すると、単純平均と水準
の変化の傾向は類似し、前月比がより安定的な推
定値が得られる可能性があることが示された。ま
た、標準誤差についても sampling on two 
occasions は単純平均よりも小さく、推定精度の
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